
①ゆき（雪）、ほたる（蛍）、ふゆ（冬） ②ゆい（結）、あかり（灯り）、おと（音） ③あい（愛）、あかり（灯り）、おと（音） ④あい（I）、らぶ（LOVE）、ゆう（YOU）

長女：ゆき（雪）／ ピンク 長女：ゆい（結）／ ピンク 長女：あい（愛）／ ピンク 長女：あい（Ｉ / 愛）

【由来】お祭りの舞台となる広大な銀世界を象徴す
る長女です。えちご川口の美しくも厳しい、けれど
温かい「冬の日常」を代表しています。

【キャラクター性】三姉妹のまとめ役。雪洞火ぼた
るを優しく守る、静かで凛としたお姉さんです。

【由来】火ぼたる祭の大きな目的の一つである「地
域内外の人々との交流」を象徴しています。

【キャラクター性】ピンク色は温かい「愛」や「優
しさ」を表現。厳しい冬を越えるために必要な地域
の団結や、祭りを通じて生まれる新たな縁（結びつ
き）を大切にするしっかり者の長女です。

【由来】えちご川口の人々が持つ「郷土愛」と来場
者を温かく迎える「慈愛」の心と、雪原にほのかに
灯る「雪洞火ぼたる」のぬくもりと、人と人の縁を
結ぶ温かい心を象徴しています。

【キャラクター性】ピンク色は温かい「愛」や「優
しさ」を表現。広げた両手は「みんなを包み込む包
容力」を表しています。三姉妹のまとめ役で、とて
もおっとりした優しい性格の長女です。

【由来】「私（I）」、そして「愛」。自分自身を
大切にし、他者を愛する心の原点を象徴。

【キャラクター性】ピンクの衣装は、雪原に灯る火
ぼたるの「温かみ」を表現しています。三姉妹の
しっかり者で、祭りのリーダー的存在。震災を乗り
越え、力強く立ち上がった川口の人々の「意志（I
will）」を象徴し、訪れる人々を包み込むような深
い愛情で出迎えます。

次女：ほたる（蛍）／ オレンジ 次女：あかり（灯り）／ オレンジ 次女：あかり（灯り）／ オレンジ 次女：らぶ（LOVE / 愛）

【由来】お祭りのメインテーマである、雪の中に灯
るキャンドルの光を、冬に舞う「蛍」に見立てて命
名しました。人々の願いがこもった温かい火を象徴
しています。

【キャラクター性】明るく活発で、周りを照らす
ムードメーカー。ウィンクが似合う元気な女の子で
す。

【由来】雪原をほのかに照らすロウソクが灯る「雪
洞（せつどう）火ぼたる」の幻想的な風景を象徴し
ています。

【キャラクター性】オレンジ色はロウソクの「火」
そのもの。暗い夜や雪の中でも人々の心を明るく照
らし、明日への活力となる希望の灯火を絶やさな
い、元気いっぱいの次女です。

【由来】「雪洞（せつどう）火ぼたる」の雪をほの
かに照らす灯りから名付けられました。

【キャラクター性】オレンジ色は、真っ白な雪の中
で揺らめく「雪洞火ぼたる」の輝きそのものです。
三姉妹の中で一番の元気っ子。ウィンクが得意な愛
嬌たっぷりの性格で、冬の寒さを吹き飛ばすエネル
ギーを持った次女です。

【由来】人と人、地域と地域を繋ぐ強い絆と感謝を
象徴。

【キャラクター性】オレンジ色は、雪洞の中に揺ら
めく「炎の輝き」をイメージしています。元気いっ
ぱいで天真爛漫なムードメーカー。誰とでもすぐに
仲良くなれる彼女は、地域内外の交流を促進し、祭
りに集まるすべての人々の心にポッと明かりを灯
す、笑顔の天才です。

三女：ふゆ（冬）／ パープル 三女：おと（音）／ パープル 三女：おと（音）／ パープル 三女：ゆう（YOU / 優）

【由来】厄払い、家内安全、そして五穀豊穣を願う
「冬の祭典」そのものを象徴しています。冬という
季節を愛し、人々に楽しみを届ける存在です。

【キャラクター性】 三姉妹の中で最もおっとりし
ていながら、実は一番のしっかり者。幻想的な夜の
空の色（パープル）を身に纏っています。

【由来】ホテルサンローラでの音楽イベントや、夜
空に打ち上がるミュージックスターマインの音、そ
して雪深い静寂の中で感じる音を象徴しています。

【キャラクター性】パープルは「神秘的」で「落ち
着き」のある色。祭りの賑やかな音色や感動を心に
響かせ、いつまでも思い出として残るようにと願
う、少しおっとりした感性豊かな三女です。

【由来】雪の中で響く祭りの賑わい、そして澄んだ
冬の空気に溶け込む「雪上花火の音」から名付けら
れました。

【キャラクター性】パープルは、夕暮れ時の幻想的
な雪景色と、神秘的な冬の静寂を象徴しています。
少し恥ずかしがり屋で神秘的な雰囲気を持つ末っ
子。控えめながらも、周囲を穏やかな気持ちにさせ
る不思議な力を持っている三女です。

【由来】「YOU（あなた）」、そして「結（ゆ
う）」。大切な「あなた」を想う気持ちと、未来へ
結ぶ絆を象徴。

【キャラクター性】パープルは、夕暮れ時から夜へ
と移り変わる「幻想的な空の色」を表現していま
す。少し控えめながら、芯の強いおっとりさん。祭
りの火が消えた後も、皆さんの心に温かい思い出が
「結」ばれるよう、そっと寄り添う優しさを持って
います。


